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「讃岐うどん考」 
 
佐藤 康一郎 
 
はじめに 
 
外食企業のニュースで近年たびたび報じられるのが、吉野家ホールディングスの「吉野家」、
ゼンショーホールディングスの「すき家」、松屋フーズの「松屋」のいわゆる牛丼チェーン 3
社の価格競争であり、この 3 つのチェーンが「フトコロさみしいサラリーマン」の味方となっ
ている、というのが目立つ論調である。しかし、ここ香川県、特に高松市の外食事情は異なる。 
吉野家は高松市内に 6 店舗あるが、市街地への出店は高松瓦町店の 1 店舗のみである。同様
にすき家は高松市内に 9 店舗あるが、うち 8 店舗は郊外店やショッピングセンター内にあり、
市街地への出店は中央通りの高松寿町店 1 店舗のみである。また、松屋フーズは店舗すら存在
しない。 
 
うどんと香川県 
 
 讃岐うどんは古くからあり、江戸時代の元禄年間に描かれたとされる、金毘羅祭礼図屏風に
はうどんを食べる姿が描かれている1。 
また、4 月 9 日の四国新聞で、1975 年に制作された香川県の観光用ポスターが香川県三豊市
で見つかり、キャッチコピーは「さぬきといえば＝うどん」であったことも大きく報じられた。
ポスターは「栗林公園の芝生でうどんを食べるワイシャツ姿や制服姿の男女」と「屋島を遠景
に宇高連絡船でうどんを食べる外国人男性」、「金刀比羅宮での献麺式」の 3 種であった2。 
総務省の統計局が公表している家計調査品目別データに「都道府県庁所在市及び政令指定都
市別ランキング」がある3。これは二人以上の世帯における、平成 21～23 年平均の家計調査品
目別データ（1 世帯当たり年間の支出金額及び購入数量）である。 
このデータによると家庭で調理を伴う、生めんや乾めんにおいても外食においても高松市の
支出金額及び数量が多いのが理解できる（図表 1 から図表 3）。 
図表 4 からは外食における高松市の「日本そば・うどん」の購入額(1 世帯当たり年間の支出
                                                     
1 香川県 麺の博物館の HP http://www.pref.kagawa.jp/menpaku/tanpou/saireizu.html 
2 四国新聞 2012 年 4 月 9 日 
3 総務省統計局の HP http://www.stat.go.jp/data/kakei/5.htm 
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金額)は、1 万 4242 円で全国平均(5196 円)の 3 倍近くにあたり、2 位の宇都宮市をも(8615 円)を
大きく引き離していることがわかる。しかも、高松市のうどんの価格は明らかに他の都市より
低い水準にあり、消費量ベースで考えればさらに他都市と大きな差があることは明白である。 
 
 生うどん・そば（金額:円） 生うどん・そば（数量：g） 
 全国平均 3,698 全国平均 11,216 
第 1 位 高松市 7,946 高松市 22,275 
第 2 位 前橋市 5,184 堺市 16,840 
第 3 位 甲府市 4,719 奈良市 15,893 
第 4 位 堺市 4,599 京都市 15,451 
第 5 位 長野市 4,574 和歌山市 15,141 
第 6 位 福井市 4,519 金沢市 14,878 
第 7 位 大阪市 4,414 岡山市 14,459 
第 8 位 山形市 4,320 大阪市 14,228 
第 9 位 名古屋市 4,299 広島市 14,059 
第 10 位 神戸市 4,279 神戸市 13,803 
図表 1 生うどん・そばの消費動向 
 
 乾うどん・そば（金額:円） 乾うどん・そば（数量：g） 
 全国平均 2,902 全国平均 4,466 
第 1 位 高松市 6,044 高松市 8,299 
第 2 位 秋田市 5,415 山形市 8,161 
第 3 位 盛岡市 3,978 秋田市 7,906 
第 4 位 名古屋市 3,853 盛岡市 6,974 
第 5 位 仙台市 3,760 仙台市 6,461 
第 6 位 山形市 3,739 福島市 6,047 
第 7 位 宇都宮市 3,721 新潟市 5,748 
第 8 位 新潟市 3,421 前橋市 5,571 
第 9 位 京都市 3,396 宇都宮市 5,515 
第 10 位 富山市 3,391 青森市 5,502 
図表 2 乾うどん・そばの消費動向 
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 めん類（金額:円） めん類（数量：g） 
 全国平均 18,235 全国平均 36,847 
第 1 位 高松市 24,131 高松市 50,012 
第 2 位 秋田市 22,277 山形市 44,701 
第 3 位 山形市 21,865 盛岡市 43,158 
第 4 位 青森市 21,308 秋田市 41,975 
第 5 位 盛岡市 21,250 前橋市 41,963 
第 6 位 前橋市 20,146 堺市 41,444 
第 7 位 仙台市 19,903 奈良市 41,217 
第 8 位 川崎市 19,796 金沢市 40,424 
第 9 位 宇都宮市 19,312 和歌山市 40,379 
第 10 位 横浜市 19,144 青森市 40,080 
図表 3 めん類全体の消費動向 
 
 めん類（金額:円）  
 全国平均 5,196  
第 1 位 高松市 14,242  
第 2 位 宇都宮市 8,615  
第 3 位 仙台市 8,483  
第 4 位 名古屋市 7,940  
第 5 位 福井市 7,911  
第 6 位 福島市 7,733  
第 7 位 金沢市 7,123  
第 8 位 静岡市 7,091  
第 9 位 神戸市 7,062  
第 10 位 山形市 7,045  
図表 4 外食におけるめん類の消費動向 
 
 
うどん県 
 
 観光客は香川県の魅力としてうどんを 69.0%でトップに挙げ、2 位の豊かな自然や景色(37.1%)
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を大きく上回っていることが香川県観光交流局の報告で分かった4。旅行先として香川県を選択
した理由の一位もうどんであり、観光客飲食状況の結果も 66.4%がうどんを食べたと回答する
など香川県の観光の目玉はうどんとなっている。 
 しかしそのイメージが固定化して他の観光資源に目を向けられないことを避けるために、香
川県と香川県観光協会は 2011 年 10 月に「うどん県。それだけじゃない香川県」プロジェクト
特設サイトを開設し、うどんをきっかけに他の地域産品も PR するプロジェクトを始動した。 
香川県が「うどん県」に改名したという設定で、俳優の要潤さんを副知事役にし、多数の香
川県出身のタレントを動員した地域紹介動画を公開したところ、たちまち注目を浴び、一時サ
イトに繋がりにくくなるほどのアクセスが殺到した。 
現実のフェリーやバスの行先表示に「うどん県」と表示したり、日本郵便にうどん県宛の年
賀状の配達を申し入れ快諾を得たりして、相応の効果はあったものの、うどん以外の産品の PR
としては課題が多く残っている。 
 そして、今年の 3 月 29 日からは、JR 高松駅を「うどん県」キャンペーンに合わせ、副駅名
として「さぬき高松うどん駅」の名称を使用開始した。 
 3 月 26 日に駅名変更案が発表された際は、「さぬきうどん駅」を使用する予定であった。し
かし、28 日の記者会見で大西秀人高松市長は「聞いていなかったので驚いている。高松駅は高
松市の玄関口でもあるので、市民の意見を聞いて善後策を考えてほしい」、「ちょっと違和感を
覚えた。高松にはうどん以外にもさまざまな特色があるので、さぬきうどん駅が愛称としてふ
さわしいか疑問」と述べた。また、「さぬきうどん駅」では、香川県のどこの駅なのか分かりに
くいとの声が寄せられたことも明らかになった。 
そこで泉雅文 JR 四国社長と浜田恵造香川県知事が改めて協議をして駅の愛称に「高松」の 2
文字を入れ「さぬき高松うどん駅」という名前に再度変更した。高松駅の記念撮影用看板や駅
名標には、「さぬき」と「うどん」の間に、捺印のようなデザインで小さく「高松」が加えられ
ている。 
「讃岐高松」の「うどん駅」でもよいのであるが、広告の効果を高めるためには、「さぬきう
どん高松駅」にするか「高松さぬきうどん駅」の方が望ましかったように思える。名前の通り
もよく、インターネットでの検索も効果が期待できる（「さぬきうどん」で検索すると駅名も検
索上位になることが期待できる）ので、もう一捻り願いたかったところである。 
また、JR に働きかけができるのであれば、担当する旅客会社が複数にまたがるが、「サンラ
イズ瀬戸・サンライズ出雲」も「サンライズうどん・サンライズそば」にする手もあろう。 
サンライズ出雲とサンライズ瀬戸は東京駅から岡山駅間は併結して運行され、岡山駅で増解
                                                     
4 平成22年香川県観光客動態調査報告（平成23年5月発表）http://www.21kagawa.com/research/h22report.pdf 
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結を行なう。サンライズ瀬戸は岡山駅から高松駅へ、サンライズ出雲は岡山駅から出雲市駅に
向かう。出雲市はそばの名産地であるし、出雲市のある島根県も知名度向上には並々ならぬ力
を入れているので、香川県にとっても島根県にとっても話題性はとても大きいはずである。 
 
宮武讃岐製麺所と私 
 
 今回、高松信用金庫さんの紹介により、宮武讃岐製麺所を訪問した。残念ながら工場内部は
聞き取りの結果を丹念にメモする環境になかった。いろいろと工場長からお話を伺い、質問を
させていただいたお礼として、宮武讃岐製麺所と私の縁について触れたい。 
 私は「『そば』と『うどん』ではどちらが好きか」と聞かれれば、「うどん」と即答するほど、
うどんが好きである。近くに寄ったら、ではなくて目的地としてしばしば通ううどん店が二店
舗あり、その一つ（東京都武蔵野市）が、宮武讃岐製麺所で製造した麺生地を使用している。 
 この店は「讃岐うどん大使 吉祥寺麺通団（めんつうだん）」と言い、新宿にある「讃岐うど
ん大使 東京麺通団」から分店したうどん店である。西新宿にある「讃岐うどん大使 東京麺
通団」は 2003 年 9 月にオープンしたが、幸いにもオープン直後から足を運んでおり、現在も食
事時に西新宿の大ガード付近にいれば食べに行くことがある。同じ麺生地を使用しているはず
なので、同じ味になってもよさそうであるが、吉祥寺の方が好みであり、自宅から路線バスを
1 回乗り継いで足繁く通っている。 
 東京麺通団の店舗には、「東京麺通団心得」が掲げられており、その 2 項目で「東京麺通団は、
本場讃岐で『麺通団』と『宮武讃岐製麺所』が作り上げたうどん生地を使い、本場讃岐から来
たうどん職人が店で手打ちをするという、製麺所型職人セルフの店である。」と宣言されている。
これは吉祥寺麺通団でも同様に掲げられている。 
 さて、麺通団はゲリラうどん通ごっこ軍団が正式名であり、団長はもともと香川でタウン誌
の「月刊タウン情報かがわ」の初代編集長であった田尾和俊さん（現在は四国学院大学教授）
である。田尾さんはうどん界ではとても有名な方で讃岐うどんブームの火付け役になった方で
ある。 
 しかし、現在に続く讃岐うどんの「ブーム」は先の田尾和俊さんによるものであることは少
なくとも関東ではあまり知られていない。 
 
田尾和俊さんと讃岐うどんブーム 
 
 讃岐うどんブームはこれまでに何回かあった。食品業界では 1974 年に加ト吉（現・テーブル
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マーク）が「冷凍讃岐うどん」で冷凍麺市場に参入し、製造・販売を開始したことが大きなブー
ムの最初だとしばしば言われる。 
1989 年に田尾和俊さんが「月刊タウン情報かがわ」の紙面で「ゲリラうどん通ごっこ」の連
載を開始した。郷土の名産や食文化という視点ではなく、「おもしろい」とか「怪しい」とかと
いう全く違った視点で讃岐うどんを捉えるものであった。「『月刊タウン情報かがわ』の主たる
対象である香川県内の若者は、何におもしろがるか」が根本にあったのである。これが狙い通
り、香川県内の若者に支持されて「おもしろくも怪しいうどん屋巡り」が流行し始めた。先に
述べた「何におもしろがるか」という田尾さんの考え方は東京の麺通団の店舗にも反映されて
いる。「東京麺通団心得」などはその一例である。 
 その後、1993 年にその連載が加筆・再編集され「ゲリラうどん通ごっこ」として発売される
と、全国のマスコミが注目するところとなる。テレビの旅番組やグルメ番組にも香川県やうど
んが取り上げられることが増え、全国からうどん目当ての観光客が訪れるようになり、現在に
至る。 
 首都圏で讃岐うどんの火付け役になったのは、はなまるうどん渋谷公園通り店の開店である。
渋谷公園通りの通り沿いに出店されたこの店は立地の良さと価格の安さ、セルフサービスの珍
しさなどが手伝い、時間帯に関係なく盛況であった。この時期に何度も利用したが空いている
時間はなかった。この渋谷での成功を機に、セルサービスのうどん店の出店が爆発的に増え、
出店ブーム（讃岐うどんブームそのものではなく、そのブームの一要素として。）が起こる。 
 そして現在、次のステージとして、うどんを主力としてこなかった外食企業の参入や大型
チェーン化が始まった。はなまるうどん、丸亀製麺、楽釜製麺所などがその主体である。 
はなまるうどんは、衣料卸売業の株式会社エイジェンス（現・株式会社ヒューマンネット）
から分離する形で 2001 年に香川県高松市で設立された。2004 年に吉野家ディー・アンド・シー
（現・吉野家ホールディングス）と資本・業務提携を行ない関連会社（33.4%出資）となり、2006
年 5 月には子会社（51%出資・40.72%は創業者であり前社長である前田英仁さんが所有）となり、
現在 300 店舗以上を展開している。 
 丸亀製麺は、トリドールが運営する讃岐うどん専門店である。トリドールは焼きそば専門店
「長田本庄軒」や釜飯と焼き鳥の専門店である「とりどーる」などのブランドで飲食店を展開
している。粟田貴也社長は 2009 年 11 月 4 日の日本証券アナリスト協会主催の説明会で、2000
年代後半以降にトリドールは丸亀製麺を大量出店する理由として、今までうどん・そば市場は
寡占化が進まずに産業集約が遅れていたことや、うどん専門でガリバー企業を目指したチェー
ンストアがなく、大量出店を継続し経営基盤を拡充することで同社が圧倒的なトップリーダー
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になる可能性があり、強い意向で達成するためと話している5。2012 年 5 月 1 日現在で 571 店
舗であり、業界で最も店舗数が多い。 
「東方見聞録」、「月の雫」、「黄金の蔵」などのブランドで居酒屋を展開する三光マーケティ
ングフーズは 2009 年 10 月に「楽釜製麺所」の出店を開始した。三光マーケティングフーズは
これまであまり注目されてこなかった、「焼き牛丼」を主力商品にして「東京チカラめし」とい
うブランドの牛丼店を展開しており、この 2 つの業態を積極的に出店させている。 
 
最後に 
 
 東京において自身の愛するうどん店である「讃岐うどん大使 吉祥寺麺通団」の麺生地を生
産している宮武讃岐製麺所の訪問は、いわば聖地巡礼のようなもので大変貴重なものであった。 
 通常、食品工場の見学は品質管理上の問題などから外部者はできないことが多く、できても
あらかじめ用意された「見学者コース」に案内される。しかし、今回は高松信用金庫さんのお
力もあり、時間をかけて細部まで見学させていただいた。 
 生めんやロングライフ包装麺、うどん生地といった様々なうどんを生産し、讃岐うどんをま
さに支えていることが分かったことではなく、中華めんやそばなど様々な面を生産し地域の食
生活を広く支えていることもよく理解できた。 
 多忙にもかかわらず細部までご案内いただいたことに対し、改めて感謝したい。 
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